
令和6年度　局運営方針

１．局の役割と重点目標

２．令和６年度の重点事業

３．市民の皆様へメッセージ

局長
尼子　剛志

西宮市は、海、山、川、の自然に囲まれた魅力ある街です。また、阪神間のとても便利なところに位置しています。この恵まれた生活環
境を市民の皆様とともに大切にしながら、さらに安全で住みよい街になるよう、取り組んでまいります。

職名︓
氏名︓

老朽化した都市計画道路において、歩道を拡げるなど社会ニーズに応じた道路空間に整備します。
山手幹線（熊野工区）、門戸仁川線、鳴尾今津線（旧国道）、小曽根線など

学校や市民利用施設などの公共施設について、統廃合や減築、省エネ化を意識しつつ、計画的に新築、増改築を進
め、安全性の確保とトータルコストの縮減を目指します。

街路事業

営繕関係事務

・旧リゾ鳴尾浜などの公園再編など臨海部の公有地の利活用を検討します。
・道路や公園など公共インフラの整備による利便性及び安全性の向上を図ります。
・緑化や自然環境に対する市民の理解を深めます。
・公共建築物の長寿命化や省エネルギー化に取り組みます。
・国や県による公共事業の促進に努めます。

事業名称

公園施設更新事業

事業内容

老朽化した公園の遊具を新しいものに取り換えたり、古いタイプのトイレのバリアフリー化に取り組みます。
また、青葉台緑地において、がけ崩れを防止する対策工事を進めます。

土木局は、市民の生活や活動を支える道路、水路、公園及び公共建築物などの都市基盤施設を整備するとともに、施設の計画的かつ効率的な維持
管理を行うほか、交通安全対策を推進し、市民が安全で魅力ある快適な都市空間を享受できるような街づくりを進めています。

局の役割

土木局

局の重点目標

局名


